
　８月２４日、龍河洞で第１９回龍河洞まつりが開催

されました。

　会場ではフリーマーケットやステージイベントなど

が行われました。中でも、ちびっこイベントのうちわ

づくりは盛況で、参加した子どもたちは目を輝かせな

がら、シールなどの飾りを選び、思い思いのうちわを

作っていました。

　夕方には洞内の照明を落とし、ちょうちんを持って

入洞する『暗やみ体験ツアー』が無料で行われ、老若

男女を問わず多くの人が参加しました。

　フィナーレに行われた打ち上げ花火の大きな音が山

間にこだまし、大輪の花火に観客からはたくさんの拍

手が送られました。

　８月２４日、吉井勇記念館隣の猪野々集会所前広場

で、星祭の地域イベントが開催されました。

　これは、吉井勇が初めて猪野々を訪れた旧暦の七夕

に合わせて行われているものです。当日は、猪野々地

区老人会の皆さんにより、昔ながらの七夕飾りととも

に、松明や竹キャンドルが飾り付けられ、夕暮れの猪

野々の景色を温かく彩りました。

　また、ステージでは多様なグループが演奏し、参加

者を楽しませていました。

たいまつ

１６１７ KamiKami

　７月２１日、市立やなせたかし記念館アンパ

ンマンミュージアム周辺で、やなせたかし先生

の生誕100年を祝うやなせたかし生誕100年祭

～愛と勇気をありがとう～が開催されました。

　台風の影響により、セレネ広場で行うイベン

トは中止となりましたが、やなせ先生のゆかり

の地を巡るツアーやフラフ作り、やなせうさぎ

フィギュア造り、地元の園児・児童による合唱

と演奏、大和田りつこさん・ドリーミングによ

るステージコンサートなどが行われました。

　市内外から多くの方が訪れ、やなせ先生の生

誕100年を盛大にお祝いしました。
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▲生誕１００年祭記念フラフに色を塗る参加者
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第１位　嶺北ジュニア

第２位　岡豊ライジング

第３位　山田ジュニアーズ、野市ファイヤーズ

　８月１０日、１１日の両日、土佐山田スタジ

アムで、第１４回香美市少年野球大会が開催さ

れました。

　香長支部から８チームが参加し、暑さに負け

ない熱戦が繰り広げられました。今後もさらな

る活躍を期待しています。

真夏の熱戦！真夏の熱戦！

星祭　風情豊かに星祭　風情豊かに

▲美しい歌を披露したミントグリーンブレスの皆さん


